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シンポジウム11：シンチゲラム

13il・MAAを用いての肺シンチ

　グラムに関する研究

　　　金子輝夫　緒方節生

蓮田　威　浦崎政康　松本政典
　　　（熊本大学放射線科）

　最近，私達は13］LMAA静注法にて，6CCo照射前後の

肺癌症例について，シンチグラムをとり，X線写貞と比

較検討を行なった．

　X線学的に，一側の肺異常を呈する肺癌23例について

rfJIL流分布を健側と比較すると全例で1（I　L流分布障害を認め，

肺臓炎，パンコースト型肺癌の各一一例を除くと60Co照身寸

によりX線学的にほとんど照射前と不変の症例でも，肺

血流分布は改薔されていることがみとめられた．

　これらの予後については，今後の検討を必要とするも

のである．

　質問：大場　覚（金沢大放射線科）追加された第3例

目の肺面スキャンでは明らかに局所の肺動脈血流障害を

認めるのに線スキャンで左右差があまり認められなかっ

たのはどういうわけか．

　答：蓮田威第3例の肺シンチグラムーヒ肺jtr流分布

はむしろ減少しているようだが，レコーダー記録上はあ

まり変化がみとめられないが，これは改良型スリットコ

リメーターで肺尖部だけレコードしたもので，肺局所の

LCLL流量分布を比較している．

　同一忠者の経過をみるには意義はあると思う．

　　　　　　　　　　　　＊

60．　肺スキャニンゲの応用面

　　井沢豊春　白石晃一郎

鈴木光彦　中村　巌　岡　捨己
　（東北大学抗酸菌病研究所内科）

　3っのことについてのべた．1）吸人ガスの酸素濃度の

肺動脈血流分布への影響．カーレンス管を挿入し，一側

肺に純酸素，他側肺に低酸素（02　21％および0％まで）

を呼吸させると，低酸素呼吸側の肺動脈血流分布は，酸素

の濃度に応じて減少する．従来いわれていた限界濃度8

～10％酸素ではじめて低下するというのは誤りで，酸素

濃度が空気のそれよりも低くなれば，』疏の再配分が起

こることが証明され，とくに急激な変化を起こす濃度が

8～12％の間で以後以第に減少する．すなわちなだらか

な傾斜のS字型の減少を示すと考えてよい．呼気ガス分

析および肺スキャニング両面から実証した．2）犬の移

107

植肺の肺動脈血流分布の研究．40頭の犬でこれを行ない，

従来肺機能の評価が困難であった肺移植犬で，肺スキャ

ンによる肺動脈［ill流分市をみると，機能の状態がよくわ

かり，肺スキャンから求めたiil流分布が，正常犬に期待

されるlr／tJ％にあたるかを調べて，肺動脈圧および健側肺

動脈閉塞試験に伴なう肺動脈の上昇度との間の関係を調

べると，逆相関がみられ．本法の有意義なことが証明さ

れた．3）気管支動脈内i3il－MAA注入によるスキャニン

グ．肺癌10例でこれを実施したが，左上肺の腫瘤像をだ

すためのにはまずまずの成績であるが，その他は，肋骨

動脈および気管支動脈の分枝とも重なり合いJ臨床的に

は無価値である．サルコイドーシスでも区別しにくく，そ

の上，癌部のユ311－MAAクリアランスが，その他よりも遅

いという弔実もみられない．本法は，いわゆるperfusion

scanningより一一歩もでず，煩雑以外のなにものでもな

い．通常の肺動脈スキャニングが，気管支動脈スキャニ

ングより，はるかに癌の診断および病態生理の解明に有

意義である．

　質問：金了昌生（愛知県がんセンター）気管支動脈内

へ13ユ1－MAAを注人された直後のスキャンをみせてもら

ったようであるが，時間を追ってスキャンされたことは

ないか．われわれは核医学3巻3号に報告しているが，

肺癌の場合に腫瘍に一致するシンチグラムをえている．

　答：井沢豊春　山気管支動脈注入13il－MAAによる肺

癌病巣のスキャニングは，左上肺野の孤立性陰影を呈し

た症例では，陽性シンチグラムを呈するが，その他では

tumerのみならず肋間動脈，その他の気管支動脈の分枝

まで人って行き，必ずしも，ガン病巣のみの陽性像を

描かない．従ってこのスキャニングは癌の診断のために

は仙値が少ない．ただし，気管支動脈血の癌症例におけ

る分布を調べるにはよい．スキャニングが動脈撮影に優

る事実はない．　②ガンと，正常組織で，clearance　rate

をみると両者で同じで，ことにガン組織で，おそいとは

いえない，

61．　肺結核患者の肺血流分布について

井槌六郎　馬場治賢

渡辺　淳　飯尾正明
　（国立中野療養所）

　13iI－MAAを1郭注後，肺シンチグラムを描記すると同時

に2．5cm間隔で左右の線スキャンを行ない，そのcpm曲

線を電磁オシログラムに記録し，cpm曲線の面積より左
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